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研究成果概要 
KAGRA は岐阜県飛騨市神岡町に建設された大型低温重力波検出器である。現在、2023
年 5 月の国際共同観測に向けて改修作業と試運転が行われており、感度向上に向けた作

業が続けられている。 
重力波干渉計の観測データに非定常に検出されるシグナルは突発性雑音と呼ばれてお

り、ここには重力波信号だけではなく環境雑音由来の信号も含まれている。環境雑音由

来の突発性雑音を判別し、その雑音源を特定できれば重力波干渉計の精度向上につなげ

ることが可能となる。 
今年度は神岡施設の計算機室に重力波の観測データを解析するための計算機クラスタを

構築した。この計算機はジョブスケジューラ(HTCondor)によって負荷分散を行い、計算

機資源を有効に使用できるようになっている。 
また、突発性雑音を検出するツール類を導入して KAGRA のデータを用いた解析ができ

る環境を構築した。これにより、突発性雑音を時間-周波数空間に表した画像を多数比較

できるようになった。 
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